
　兼城按司の長女真呉勢（マグジー）は尚円

王の最初の王妃であった。

　この王妃は体が弱かったので、ある日首

里城に登城するとき、大名のトゥンモーで

貧血をおこし意識をうしなった。

　カゴ担ぎの者達はびっくり仰天、カゴを

とめて近くのトゥンガーから水を汲んで飲

ませた。

　王妃はその清水で意識をとりもどした。

その後はトゥンモーにさしかかると必ずカ

ゴを止めトゥンガーの水を飲んでから城に

向かうのが習慣となっていた。

　それ以来トゥンガーを拝所として住民が

拝むようになり、いつの頃からかトゥンガー

の近くをヒージャーガーヌニーと呼ぶよう

になった。

　王妃は後に内間御殿に隠退し、御殿の大

君になったと伝えられているが、実家の兼

城按司の城と首里城との往復のときは大名

集落を経て行くという道順がとられていた。
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大名は与那覇の久米原、宮城の大名原・宮城原の
３つのヤードゥイ集落を合わせて、1951（昭和26）年
新しい行政区として誕生した。

屋取／近世後期、貧窮士族が首里から地方へ移り農業を営み
人里離れたところに作った集落
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　今から 200 年以上前の 1800 年頃に尚温王

の前で空を飛ぶという奇抜なことをやっての

けた「飛び安里」は大名の山からも飛行した

といわれている。

　安里一族の墓守を戦後まで続け、飛び安里

の遺骨を飛行機に乗せてハワイに移民した子

孫に送り届けたのは大名の安里周徳氏であっ

た。

　耕地や水田が少ない地形で、専業農家が少

なかったことからムラ人には、色々な生業が

あった。

　道路工夫、石大工、バシャスンチャー（馬車

引き）、酒屋所有の土地でヒヨーサー（日雇人）

やサツマイモ作りの手伝いをする人もいた。

　また、豆腐の製造や行商も盛んで、豆腐粕は

市場で販売し、絞り汁は豚の飼料にした。ター

イユトゥヤーは流れの淀んだ川で網打ちをし

て捕ったフナを、赤田市場へ売り出した。それ

は解熱薬として珍重され、高値で売れた。

　その他にも昭和初期には、紡績工として本

土へ出稼ぎする人や、ボーシクマー（帽子編

み）の副業をもつ家が多かった。
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　1927（昭和２) 年 摩文仁家から土地を購入。その後茅葺長屋を建設したが、戦災

で焼失。 現在の公民館は５代目。

　ヤードゥイ（屋取）集落である大名では、ムラの共同体としての拝所はなかった。

1927年弁ヶ岳の神をまねき、ウカミヤ（御神屋）を建て、ムラの守護神としてグフン

シジを祀った。 沖縄戦で破壊されたが、 1992（平成４）年、現公民館の裏に復元。

　尚質王の次男・摩文仁家の始祖、尚

弘毅（大里朝亮 1647～1686）の墓。

11年間摂政を務めた功績により国王か

ら贈られた御拝領墓。築造年代は不明。

1970（昭和 45）年 7月14 日、町内唯一

の県指定有形文化財に指定された。

　公民館の駐車場に長さ 1.5ｍの古び

たガスボンベがつり下がっている。

　これは物資の乏しい戦後間もない時

期から、時刻や集会を知らせる鐘とし

て大きな役割を担っていた。また当時、

米兵らによる犯罪から身を守るため、

各地で自警団をつくり、集落の入り口

などに鐘を据え、米兵の姿を見ると打

ち鳴らし、危機管理（犯罪防止）に努

めた。

　上ヌチンジュが使用したクンバルサーター

ヤー。下ヌチンジュが使用したメーヌサー

ターヤーの 2 ヵ所でキビ作農家が共同で建て

た茅葺の小屋だった。キビの熟度の見極めか

ら煮詰めの工程まで経験を積んだシーゾー

（製造人）の腕のみせどころだった。

　東方から首里に上る時の長い坂道に

差し掛かる所にあり、通行人が渇きを

癒し休憩する泉となっていた。

　しかし雨が降ると街道に水があふれ

歩行に困難をきたした。

　そこで 1769（乾隆34）年知念筑登之

らが呼びかけ、井戸を掘り石をつんだ。

　1990（平成２）年　町の文化財に指定

された。

　与那覇クンバルガーともよばれていた。

　古老の話によると、干ばつが続くと、

湧き出る水がへり、クバの葉で作った

ツルベで少しずつくんでターグ（水を

入れるバケツ）に入れるので、非常に時

間がかかり井戸の周りは順番待ちでた

くさんの人が並んでいた。

　明治の頃の県第 1 号の馬車道。与那

原街道と言われ地方から首里に通ずる

主要道路であった。戦前は一中、師範、

工業、女子工芸学校の生徒らが誇らし

げに通学していた。酒屋のカシゼー買

い、樽を馬の背に道を急ぐ酒ウーサー、

頭に農産物をのせ坂道を上る農婦など、

商いの人々で早朝から賑わった坂道で

ある。

大名の鐘

サーターヤー（製糖工場）

大名の鐘

　琉球王朝時代の重要な儀式「お新

下り」「東うまーい」の時の道筋で、当

時国王や聞得大君もこの道を通り東

方へむかった。
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